














































このプログラムは、One World, One Healthという公衆衛生分野
で重要になっている概念を具体的な事例を通して理解することを
目的として実施された。活動の一部は、GLOCOLが主体となって
実施しているSATREPS地球規模課題対応国際科学技術協力「薬
剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリ
ングシステムの開発」の研究活動とリンクしており、フィー ルドス
タディは教育だけでなく、研究の推進にも一部貢献したといえる。
　これら、3つのプログラムは、いずれも、学生の研究能力の向
上、海外における具体的な研究テーマの発見、ないしは、学生
がすでに持っている研究テーマの深化を主眼として行われた。そ
して、2012年9月には、大阪大学大学院薬学研究科において、3
つのプログラム合同の成果発表会を行った。
　これらの教育プログラムでは、フィールドスタディの過程で得
られたネットワークと知見を、新たな研究プロジェクトの構築に
も生かしている。実際に、「メコン」および「生態資源と水環境」
で構築されたネットワークを通して、2013年1月時点で、「メコン」
に関連する研究プロジェクトや研究交流プロジェクトの申請が2
つ申請されており、これらの研究プロジェクトが採択された暁に
は、そのプロセスに、教育的なプログラムをリンクさせる見込み
である。
　以上のような意味で、このブックレットは、学生の個々のレベ
ルで教育と研究を、また、GLOCOLの組織のレベルでも教育と研
究を、「メコン」というひとつの意味にあふれた実践的な場におい
て、リンクさせスパイラルを形成する試みの成果と端緒として位
置づけられるものであるといえる。
